
Tips for LATEX
最終更新日: 2023年 1月 29日

文責: 柳浦 睦憲
LATEXで主に組合せ最適化に関する論文等を書く際に注意すべきことや知っていると便利なこと等
を書いたメモです．LATEXのソースとコンパイル結果の両方を見ながら読んでください．

1 align環境について
align環境は数理計画問題（整数計画問題，線形計画問題）の定式化に便利です．なお，これを
使うには amsmath.styが必要 (\usepackage{amsmath})です．eqnarray環境は amsmath.sty

でサポートされていないので使うべきではないそうです．

x1 = y1 x2 = y2 x3 = y3 (1)

のように右揃えと左揃えを交互に繰り返します．数理計画問題の定式化において maximize と
subject to（あるいは minimizeと subject toや省略形の maxと s.t.等*1）は通常左揃えですが，
alignの左揃えの列を maximizeに使い，目的関数等を 2つ右の列に書くと

maximize

n∑
j=1

pjxj (2)

subject to

n∑
j=1

wijxj ≤ ci, ∀i ∈ I (3)

xj ∈ {0, 1}, ∀j ∈ J (4)

のようにテキストの幅が十分あるときにはmaximizeと式の間がずいぶん空いてしまいます．そこ
で，&を前後にいくつか入れて（前に入れる数は偶数でないと左揃え/右揃えが変わるので注意）空
の列を挿入すると

maximize

n∑
j=1

pjxj (5)

subject to

n∑
j=1

wijxj ≤ ci, ∀i ∈ I (6)

xj ∈ {0, 1}, ∀j ∈ J (7)

*1 紙面にゆとりがあるときには minと s.t.のような省略形ではなく minimizeと subject toを使いましょう．
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のように中央に寄ります．あるいは，\parbox 等を使って同じ幅を指定した箱に maximize と
subject toを入れて，目的関数の列の左隣の列に書けば

maximize

n∑
j=1

pjxj (8)

subject to
n∑

j=1

wijxj ≤ ci, ∀i ∈ I (9)

xj ∈ {0, 1}, ∀j ∈ J (10)

のようなります．「∀i ∈ I」と「∀j ∈ J」を上の例のように右揃えにするか，あるいは左揃えにす
るかについては，好みでよいと思いますが，1つの論文の中では統一しましょう．
ところで，alignの偶数列の式の先頭に「−」や「=」が来ると，その左に少しスペースが入り，

maximize x1 + 2x2 − x3

subject to − 3x1 − 5x2 + 2x3 ≤ 3

7x1 − 8x2 + x3 ≤ 5

のように左がそろわなくなります．これを避けるために「−」等の記号を含む部分を { }で囲むと

maximize x1 + 2x2 − x3

subject to −3x1 − 5x2 + 2x3 ≤ 3

7x1 − 8x2 + x3 ≤ 5

のように式の左がそろうのですが，そのような記号の右が少々詰まった感じになります.*2「この
解決方法が分かったら教えてください」とここに書いていたら，以下の 2つの方法*3を教えていた
だきました．上述のように { }で囲むのはやめて，以下のように記号の左に\negmedspaceを入れ
ると，

maximize x1 + 2x2 − x3

subject to − 3x1 − 5x2 + 2x3 ≤ 3

7x1 − 8x2 + x3 ≤ 5

のように左がそろい，記号の右にも少し空白ができます．また，上述のように { }で囲んだ上で，
記号の右に\medspaceを入れる方法でも

maximize x1 + 2x2 − x3

subject to − 3x1 − 5x2 + 2x3 ≤ 3

7x1 − 8x2 + x3 ≤ 5

*2 最初の −3x1 のマイナスは係数の符号を表す単項演算子，その次の 5x2 の前のマイナスは二つの項の差を取ること
を表す二項演算子なので，これが正しい姿なのかもしれません．実際，たとえば「f(x) = −3x2 − 3x+ 1」のよう
な式では，−3x2 の前のマイナスの右だけ少し詰まっています．この f(x) の式のように手前に「=」があると自然
に見えるのに，制約式で先頭にマイナスがあると詰まっているのがなぜか気になってしまいました．

*3 電気通信大学の岡本吉央先生に 2022/1/30に教えていただきました．その際，上述の単項演算子と二項演算子の周
りの空白の扱いの違いについても教えてくださいました．岡本先生，ありがとうございました．
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のように同じ結果が得られます．
式番号が要らない場合は\begin{align*} のように最後に*をつけます（上はそのようにした
例）．2段組みの原稿等でテキスト幅いっぱいに式を書きたい場合は flalign環境もよいかもしれ
ません．以下は 2段組みにしたときの例です．
align環境を使った場合がこちらです．以下の
ように行頭と行末が少し空きます:

maximize

n∑
j=1

pjxj

subject to
n∑

j=1

wijxj ≤ ci, ∀i ∈ I

xj ∈ {0, 1}, ∀j ∈ J.

flalign 環境を使った場合がこちらです．以
下のように行頭と行末が本文の左右にそろい
ます:

maximize

n∑
j=1

pjxj

subject to

n∑
j=1

wijxj ≤ ci, ∀i ∈ I

xj ∈ {0, 1}, ∀j ∈ J.

2段組の幅に対して式が長い時にはこの右の例
のように，「∀i ∈ I」のような部分を次の行に改
行し，\hspaceでその行頭の位置を調節する方
法があります．このような\hspace は改行が
必要な式の全てに入れておく必要があります．
これはちょっと場当たり的な感じの対処法なの
で，もっといい方法があれば教えていただけれ
ば幸いです．

定式化の中の数式が長い時のレイアウト例:

maximize

n∑
j=1

pjxj (11)

subject to

n∑
j=1

(uij + vij + wij)xj ≤ ci,

∀i ∈ I (12)
n∑

j=1

(aij + bij)xj ≤ di,

∀i ∈ I (13)

xj ∈ {0, 1}, ∀j ∈ J. (14)

2 箇条書きの項目間の空白など
ページ制限が厳しいとき等に itemize, enumeate 環境などの箇条書きや参考文献リストの項
目間の空白を詰めたいときがあります．それらの環境の中で\itemsep=0pt を指定すると項目間
の空白は詰まりますが，本文と箇条書きの間は空いてしまいます．\parsep=0pt, \topsep=0pt,

\parskip=0ptなどを指定してもうまく行かないようです（簡潔な方法をご存知の方は教えてくだ
さい）．myitemsep.sty（本サイトに置いています）を使う*4と，行間と箇条書きの前後や項目間
の行間が

• 箇条書きの 1行目
• 箇条書きの 2行目

*4 myitemsep.sty を LATEX のソースと同じディレクトリに置いてプリアンブルに\usepackage{myitemsep} と
書くか，あるいは myitemsep.sty の中に書いてあることを全てプリアンブルにコピーしたのち\makeatletter

と\makeatotherの前の %記号を消す．
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のように本文の行間と同様になります．また，一部の箇条書きだけでそのような指定をしたい場合
や，項目記号を変更する等，細かい指定をしたい場合は list環境を使うと

⋆ 箇条書きの 1行目

⋆ 箇条書きの 2行目

のように項目記号や行間をその都度変更できます．

3 図表のキャプション
図表のキャプションにおいて，LATEXではとくに指定をしなければ，たとえば jarticle, article,

scrartcl などを使うと「Figure 3: An example of . . .」のように番号の後ろがコロンになります
が（jsarticleを使うと番号の後ろには何も記号がつかないようです），本来はピリオドであると書
いている書物もあります．mycaption.sty（本サイトに置いています）を使う*5と，Fig. 1のよう

Fig. 1. An example of . . .

に番号の後ろがピリオドになります．キャプションのスタイルを変更したい場合に参考にしてくだ
さい．
jarticleなどの日本語のスタイルを使うと図表のキャプションは「図 1」「表 1」のように日本語
になりますが，和文と英文が混在する文書を書きたいときにこれらを「Figure 1」「Table 1」のよ
うに英語にしたいときがあります．このようなときにはプリアンブルにたとえば
\usepackage{caption}

\captionsetup[figure]{name=Fig.~}

\captionsetup[table]{name=Table~}

と書くと「図」が「Fig.」に，「表」が「Table」に変わります．~はたとえば「Fig.」と番号の間に
スペースを入れるために必要です．なお，上述の mycaption.styと併用したいときは，これらよ
りも後ろに\usepackage{mycaption}を書かないと mycaption.sty の変更が有効にならないこ
とがあります．

4 表の幅と行間
好みではありますが，論文の表では縦線を使わないようにしましょう．そのように指定している
論文誌もありますし，慣れるとその方が美しく感じる気がします．
表 1に横線だけの表の例を示します．この表の「計算時間」や「コスト」のように 2列以上に跨
るときには，この例のように\clineを使ってそのことが分かるような線を引きます．その際，「計
算時間」の 2列と「コスト」の 2列を示す 2つの横線の間に切れ目が入るように，空の列を入れ

*5 使い方は myitemsep.styと同様．
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ています（たとえば「\cline{3-4} \cline{5-6}」のようにしてしまうと 2本の線が繋がってし
まう）．

表 1. 表の例
計算時間（秒） コスト

問題例 手法 1 手法 2 手法 1 手法 2

AAA 10.0 12.3 123 45

BBB 120.0 322.3 323 556

さて，列の多い表の幅をテキストの幅に納めたい，あるいは列の少ない表の幅を広げてテキスト
幅に揃えることで見栄えをすっきりしたいという場合は，\tabcolsepで調整できます．表の行間
を変えたい場合は\arraystretchで調整できます．表 2と 3に例を示します．また，表 4のよう
に\scaleboxで図表のサイズの調整ができます（graphicx.styが必要）．

表 2. 表のサンプル（デフォルト）
問題例 最良解 計算時間（秒）
inst1 5050 10.3

inst2 3050 20.3

inst3 1050 30.3

表 3. 表のサンプル（幅を広く，行間を狭く調整したもの）
問題例 最良解 計算時間（秒）
inst1 5050 10.3

inst2 3050 20.3

inst3 1050 30.3

表 4. 表のサンプル（表 3を 80%に縮小したもの）
問題例 最良解 計算時間（秒）
inst1 5050 10.3

inst2 3050 20.3

inst3 1050 30.3

\arraystretchは数式モードの中の arrayの行間の調整にも使えます．以下の式の左はデフォ
ルト，右は行間を狭くしものです:[

P O
Q R

]
,

[
P O
Q R

]
.
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5 記号に迷ったら—\newcomnand

数式で使う文字や記号に迷ったら，\newcommand を使って自分でコマンドを定義して書きま
しょう．あとで変更したくなったとき，コマンドの定義を一箇所変えればすべてを変えることが
できるので．たとえばプリアンブルに\newcommand\myItemSet[2]{I_{#1}(#2)}と書いておき，
本文中で「$\myItemSet{i}{\hat{v}}$」と打てば「Ii(v̂)」と表示されます．「[2]」は引数が 2

つあることを，「#1」は 1つ目の引数を，「#2」は 2つ目の引数を表します（引数の数は自由で，0

の場合は省略できる）．プリアンブルの定義を適宜変更してみてください（このファイルのプリア
ンブルに別の定義を用意しています）．

6 数式中の太文字
ベクトル等を太文字で表したいとき，数式モードの中で\mathbf 等を使って文字を
太文字にすると x のような文字になってしまいます．\mbox{\boldmath $x$} のよう
に打てば x のような文字が出てくるのですが，これを毎回打つのは面倒です．そこで
\newcommand\Bx{\mbox{\boldmath $x$}} によって\Bx というコマンドを用意しておき（本
LATEX ファイルの冒頭の「太文字の定義」の部分を参照），数式モードの中では\Bx を使う
ようにすると x のような文字を何度も書く際に便利です．bm パッケージ（プリアンブル
に\usepackage{bm}）を使って\bm{x}のように打つ（出力は「x」）方法もあります．

7 文字の色
査読者に修正箇所を明確にして原稿を渡すことが求められる場合などに一部の文字の色を変更し
たくなることがあります．\textcolor{red}{...}のようにすれば変更できます．これを利用す
るには\usepackage{color} が必要です．ただし\textcolr{red}{...}では複数の段落をまた
いで色を変えることができません．本 LATEXファイルのプリアンブルの「フォントの色の定義」の
部分に倣って色を変えるコマンド\ColorB などを用意しておき，\ColorB{...} で囲んだ部分の
色を変更する方法を使うと，段落をまたいで使え，また，色を自由に定義できます．rgbは RGB

の 3限色による色の指定，cmykはカラーレーザープリンターのトナーと同様の 4色による指定で
す．原稿を渡すときに前回から変更した場所を示す目的等にご利用いただければ幸いです．

8 URLの表示
参考にしたウェブサイトのURLを記したくなることがしばしばありますが，その際，URLをその
まま書くと “˜”が消えたり，改行位置がうまくいかなかったりで苦労することがしばしばあります．
プリアンブルに\usepackage{url}と書き，URLの記述の際に\url{http://www.aaa.bbb/}の

6



ように書く方法があります．フォントの変更は\urlstyle{rm} などで行います．rm, tt, sf,

sameなどが指定でき，以下のようにフォントが変わります．
http://www.aaa.bbb/∼my/

http://www.aaa.bbb/~my/

http://www.aaa.bbb/∼my/

http://www.aaa.bbb/∼my/

9 2項演算子・関係演算子
2 項演算子 (binary operator: +,−,×,÷,∪,∩,∨,∧ など) や関係演算子 (relational operator:

=, ̸=,≡, <,>,≤,≥,≺,⪯,≪,⊂,⊆,∈など)の左右にはそのような演算子として適切なスペースが
入ります．従ってたとえば差集合 A \ B を書く際には\backslash ではなく\setminus を用い，
{x ∈ R | x2 + x ≤ 10} のような集合の記述の縦棒には|ではなく\mid を用います (表 5)．また，
たとえば aを bで割った余りを表す記号に %を 2項演算子として使って a% b = a− b⌊a/b⌋のよ
うに定義したい場合は，$a \mathbin{\%} b ...$のようにします (表 5)．同様に，（関係演算子
ではない）記号を関係演算子として使う場合は \mathrelを用います．

表 5. 関係演算子や 2項演算子とそうでない記号の比較
記号 出力結果の例

○ \setminus A \B
× \backslash A\B
○ \mid {x ∈ R | x2 + x ≤ 10}
× | {x ∈ R|x2 + x ≤ 10}
○ \mathbin{\%} a% b

× \% a%b

式の左右の括弧を\left\{...\right\} で大きくするときに，\mid をそのまま使うと小すぎ
ることがあります (たとえば (15))．そこで\mid を左右の括弧に連動させて大きくしたいとき，
\middle|とすれば大きくなりますが，関係演算子ではないので左右のスペースが詰まってしまい
ます (たとえば (16))．しかし，\middle\midや\middle\mathrel|や\mathrel{\middle|}はエ
ラーが出てうまく行きません．\mathrel{}\middle|\mathrel{}とするとうまく行きます (たと
えば (17))．頻繁に使うのであれば本 LATEXファイルのプリアンブルの\relmiddleのようなコマ
ンドを用意しておき，式の中で\relmiddle|のように書く方法もあります ((18) に例示; 出力は
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(17)と同じ)．以下は上述の出力例です:

×
{
(x1, . . . , xn) ∈ Rn |

n∑
i=1

x2
i ≤ a

}
, (15)

×
{
(x1, . . . , xn) ∈ Rn

∣∣∣∣∣
n∑

i=1

x2
i ≤ a

}
, (16)

○
{
(x1, . . . , xn) ∈ Rn

∣∣∣∣∣
n∑

i=1

x2
i ≤ a

}
, (17)

○
{
(x1, . . . , xn) ∈ Rn

∣∣∣∣∣
n∑

i=1

x2
i ≤ a

}
. (18)

10 書いたまま出力する
\verb を使うと，特殊文字等も含めて書いたままの文字を出力できます．たとえば

「\verb#(^_^)#」のように「\verb」の後に区切り記号（左の例では「#」）で挟んだ部分
が「(^_^)」のように出力されます．区切り記号には始まりと終わりで同じものを使う
必要があり，また，表示したい文字列に含まれる文字や「*」は区切り記号には使えま
せん．\verb*を使うとスペースが「␣」で表示されます．たとえば「\verb*|2.3 GHz|」
と打つと「2.3␣GHz」と出力されます．疑似コードなど複数行に渡る部分をそのま
ま出力したいときはその部分を\begin{verbatim} ... \end{verbatim} で囲みます．
\begin{verbatim*} ... \end{verbatim*} とすればスペースが「␣」で表示されます．

11 代入記号
アルゴリズムの記述において変数に値などを代入する際には「x ← 10」「x := 10」などの
記号をしばしば用います．後者を出力するのに:=と打つと「:=」となりコロンと等号の上下が
ちょっとずれてしまいます．これが気になるようなら\coloneqqを使うと「:=」となります．な
お，\coloneqqを使うにはプリアンブルに\usepackage{mathtools}, \usepackage{txfonts},

\usepackage{pxfonts} などが要りますが（いずれかひとつあればよい），たとえば後者二つは
フォントが変わってしまいます．\def\mycoloneqq{\mathrel{\mathop:}=} のように自分でコ
マンドを定義する手もあります．これらの表示例を以下に示します:

「x := 10」（:=を用いた場合），
「x := 10」（\coloneqqを用いた場合），
「x := 10」（\mycoloneqqを用いた場合）．
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12 アルゴリズムの疑似コード
アルゴリズムの疑似コードを書くのに \usepackage{algorithm} を使う際，デフォルトでは

「Algorithm 1, 2, . . .」のように番号がつきますが，この Algorithmの部分をたとえば Procedure

に変えたいときにはプリアンブルに
\makeatletter

\renewcommand{\ALG@name}{Procedure}

\makeatother

のように書けば変更できます．Procedure 1に例を示します．

Procedure 1 Ford-Fulkerson

Input: グラフ G = (V,E)，始点 s ∈ V , 終点 t ∈ V , および各辺 e ∈ E の容量 ue.

Output: sから tへの最大フロー．
1: for e = 1 to |E| do
2: xe := 0とする.

3: end for

4: . . .

13 パッケージの競合
2つのパッケージ (e.g., pkgA, pkgB)で同じコマンド (e.g., \cmdInAB)が\newcommandを用い
て定義されているとプリアンブルで
\usepackage{pkgA}

\usepackage{pkgB}

としてコンパイルしても
! LaTeX Error: Command \cmdInAB already defined.

というようなエラーが出てしまいます．このような時には
\usepackage{pkgA}

\let\cmdInAB=\relax

\usepackage{pkgB}

とすると衝突を回避できます．ただし，こうすると pkgAの\cmdInABは使えなくなります．pkgA

の\cmdInAB も使う場合は，\let で\cmdInAB に\relax を代入する前に，\let で他のコマンド
名に\cmdInABを代入しておくことで，その名前で利用できます．
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14 数式番号を変更したい
数式番号を変更したい時には，数式中にたとえば「\tag{56a}」と打てば「(56a)」になります．

「\tag{56$’$}」と打てば「(56′)」になります．「\tag{\ref{[数式ラベル]}$’$}」のように他の
式番号を引用することも可能です．以下の例

f(x) = 2x2 + 3x+ 1 (A8)

g(x) = 3x2 + 2x+ 1 (A8′)

では (A8)式ところで「\tag{A8} \label{eqTagEg}」と書き，(A8′)式では「\tag{\ref{eqTagEg}$’$}」
と書いています．
たとえばある制約を表す数式をモデルの定式化の中で書いた時に，別の定式化で異なる数式を
使ってその制約を表す際に，元の定式化の番号に「′」をつけたものを別の定式化の対応する制約式
の番号としたいときなどにご利用ください．

15 イタリック体など
15.1 数式中のイタリック体
たとえば「Left(v) = · · ·」のように関数の名前に意味のある単語を使いたいときなど，数式中に
イタリック体で意味のある文字列を書く時には，「$Left(v)$」ではなく「$\mathit{Left}(v)$」
と打ちましょう．これらを比べると表 6のようにスペースに違いがあります．数式中にそのまま文
字を並べて書くと，それらの文字の積として扱われるため，表の例のように少々隙間が空いた感じ
になってしまい，文字によっては違和感が出てしまいます．

表 6. 数式の中のイタリック体の比較
ソース LATEXコンパイル結果

× $Left(v)$ Left(v)

○ $\mathit{Left}(v)$ Left(v)

15.2 \itと\textitについて
たとえば owlをイタリック体にする時以前は「{\it owl}」と打っていましたが，これは使わな
い方がいいそうで，「\textit{owl}」と打つ方が良いそうです．後者の方が前後のスペースが適切
に入るとのこと．表 7に例を示します．
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表 7. \itと\textitの比較
ソース LATEXコンパイル結果

× exists {\it if} just exists if just

○ exists \textit{if} just exists if just

× exists {\it if} there is exists if there is

○ exists \textit{if} there is exists if there is

15.3 \emphと\textitについて
英文中で大事な用語を目立たせるためにイタリック体にすることがあります．そのような目的
には，\emphが便利です．本文がローマン体の時はイタリックに，イタリックの時 (e.g., abstract

環境や theorem 環境で本文がイタリック体になるスタイル) はローマン体になります．たとえ
ば「This period is called the \emph{tabu tenure}.」と打っておくと，以下のようになり
ます．

• 本文がローマン体のとき: This period is called the tabu tenure.

• 本文がイタリック体のとき: This period is called the tabu tenure.

16 文字サイズ
文字サイズを変えるには\large, \smallなどがありますが，プリアンブルに\usepackage{relsize}

と書いておくと\smaller[1] (現在の文字サイズから 1段階小さくする)や\larger[2] (2段階大
きくする)が使えます．表 8に例を示しておきます．表の最後の 2行は，\smallと\LARGEのサイ
ズから「う」と「a」だけ 2段階小さくする例で，元のサイズが違えば\smaller[2]の結果得られ
るサイズも異なることがわかると思います．

17 文字サイズと行間
論文の題目などを書く際に大きめの文字を中央揃えで書くことがあります．たとえば Fig. 2の
ように．左右いずれも\centering環境内です．Fig. 2の左の行間が不均一なレイアウトの題目は

{\LARGE 組合せ最適化問題に対する\\ メタ戦略に基づく\\ 実践的解法について}\\[2mm]

と打ったもの，右の均一なレイアウトは
{\LARGE 組合せ最適化問題に対する\\ メタ戦略に基づく\\ 実践的解法について\\[2mm]}

と打ったものです．
{\LARGE 組合せ最適化問題に対する\\ メタ戦略に基づく\\ 実践的解法について\par}\vspace{2mm}

としても同じ結果が得られます．Fig. 2 の左側のような問題が起こらないようにするためには，
\LARGEなどの文字サイズの指定を「}」で閉じる前にパラグラフを終わらせる（\par）必要があ
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表 8. 文字サイズ
ソース LATEXコンパイル結果
{\tiny あいう abc} あいう abc

{\footnotesize あいう abc} あいう abc

{\small あいう abc} あいう abc

{\normalsize あいう abc} あいう abc

{\large あいう abc} あいう abc

{\Large あいう abc} あいう abc
{\LARGE あいう abc} あいう abc
{\huge あいう abc} あいう abc
{\Huge あいう abc} あいう abc
{\smaller[6]あいう abc} あいう abc

{\smaller[5]あいう abc} あいう abc

{\smaller[4]あいう abc} あいう abc

{\smaller[3]あいう abc} あいう abc

{\smaller[2]あいう abc} あいう abc

{\smaller[1]あいう abc} あいう abc

{\normalsize あいう abc} あいう abc

{\larger[1]あいう abc} あいう abc

{\larger[2]あいう abc} あいう abc
{\larger[3]あいう abc} あいう abc
{\larger[4]あいう abc} あいう abc
{\larger[5]あいう abc} あいう abc
{\larger[6]あいう abc} あいう abc
{\small あい{\smaller[2]う a}bc} あいう abc

{\LARGE あい{\smaller[2]う a}bc} あいう abc

るそうです*6（上の例の 3つ目）．「}」で閉じる前に「\\」で改行でもうまくいくように思います
（上の例の 2つ目）．上の例の 1つ目のように，「}」で閉じた後に「\\」で改行するのが良くないよ
うです．
「名古屋大学」からの 3行も同じ行間に設定しようとして，Fig. 2の左の例では

*6 https://tex.stackexchange.com/a/183710/5603 参照．このサイトをはじめ，本節の情報の多くを名古屋大学の
大舘陽太先生からいただきました．大舘先生，ありがとうございました．
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組合せ最適化問題に対する
メタ戦略に基づく
実践的解法について

柳浦 睦憲
名古屋大学
情報学研究科
数理情報学専攻

組合せ最適化問題に対する
メタ戦略に基づく
実践的解法について

柳浦 睦憲
名古屋大学
情報学研究科
数理情報学専攻

Fig. 2. 題目と所属の行間が不均一になる例（左）と均一になる例（右）

{\Large 名古屋大学\\}

{\Large 情報学研究科\\}

{\Large 数理情報学専攻}

のように書いたのですが，最後の 2行が詰まってしまっています．Fig. 2の右の例では
{\Large 名古屋大学\\}

{\Large 情報学研究科\\}

{\Large 数理情報学専攻\par}

と書いていて，こちらは同じ行間になっています．最後を「{\Large 数理情報学専攻\\}」としても
同じ結果が得られます．
なお，文字サイズを\normalsizeより大きくすると，このように最後の行の直前だけ詰まって
しまいますが，\normalsizeより小さくすると，逆に広がってしまいます（Fig. 3）．最後のとこ
ろだけ\normalsizeの行間に戻ってしまって不具合が起こるということのようです．Fig. 3の左
の行間が不均一なレイアウトは

{\footnotesize 組合せ最適化問題に対する\\ メタ戦略に基づく\\ 実践的解法について}

と打ったもの，右の均一なレイアウトは
{\footnotesize 組合せ最適化問題に対する\\ メタ戦略に基づく\\ 実践的解法について\par}

と打ったものです．

組合せ最適化問題に対する
メタ戦略に基づく
実践的解法について

組合せ最適化問題に対する
メタ戦略に基づく
実践的解法について

Fig. 3. 小さい文字で行間が不均一になる例（左）と均一になる例（右）
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